
G７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合
G7 Ministerial Meeting on Gender Equality and Women’s Empowerment in Nikko, Tochigi

１．開催趣旨
2023年に日本が議長国を務めるG７におけるジェンダー主流化の流れをより強固なものとするとともに，我が国の男女共同

参画・女性活躍に関する取組の国際社会への発信及び一層の進展の契機とするため，G７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍
担当大臣会合を開催する。

２．開催地（会場） ３．日程
栃木県日光市（ザ・リッツカールトン日光） 6月24日（土）・25日（日）

４．参加国（議長国順）・参加機関
日本（議長国），イタリア，カナダ，フランス，アメリカ，イギリス，ドイツ，EU
Women7（W7），GEAC（ジェンダー平等アドバイザリー評議会）

2022年独会合の様子（参考１）G７における男女共同参画大臣会合について
2017年（議長国：イタリア）に初開催。以降，コロナ禍による中断がありつつも継
続的に開催。日本における開催は2023年が初めて。

（参考２）令和５年度男女共同参画週間について
毎年６月23日から29日は男女共同参画週間とされている。令和５年は期間中に担当
大臣会合が開催されることを踏まえ，６月24日（土）に栃木県内（宇都宮市）で「男
女共同参画社会づくりに向けての全国会議」を開催。

会合の成果
・「コロナ禍での教訓を生かす」及び「女性の経済的自立」をテーマ
に閣僚級のセッションを開催。成果文書として，共同声明（日光声
明）を取りまとめ。

・「日光声明」では，新型コロナウイルス感染症の感染拡大が女性・
女児に与えた不均衡な影響について，その背景にある構造的な課題
に立ち返りつつ，包括的に分析・検討。特に以下の事項について，
今後の取組方針を分野横断的かつ体系的に整理。
［日光声明で取り上げた主な課題］
・女性の経済的自立 ・無償のケア・家事労働
・ジェンダーに基づく暴力 ・社会の意識を変える
・G7のコミットメント推進の枠組み

栃木県・日光会合の様子

https://www.gender.go.jp/index.html
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